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入 札 説 明 書 
福島県総合情報通信ネットワーク更新工事 

令和６年３月１５日 

福島県 

 この入札説明書は、令和６年３月 15 日付け公告第 50 号（以下、公告という。）による福島県総

合情報通信ネットワーク更新工事の一般競争入札に参加する者が熟知し、かつ、遵守しなければ

ならない一般的事項を明らかにするものである。 

 

１ 工事概要 

 (1) 工事番号 第 24－05010－0001 号 

 (2) 工 事 名 福島県総合情報通信ネットワーク更新工事 

 (3) 工事箇所 福島県福島市杉妻町地内ほか 148 箇所 

 (4) 工事概要 別冊図面及び別冊仕様書のとおり 

 (5) 工 期 議会の議決を得た日から３日を経過した日から令和８年３月 31 日まで 

 

２ 入札に参加する者に必要な資格に関する事項 

  入札に参加する者に必要な資格に関する事項は、公告第２項のとおりとする。 

 

３ 入札に参加する者に必要な資格の確認 

  入札に参加を希望する者は、上記２に掲げる必要な資格の確認を受けるため、一般競争入札

参加資格確認申請書（様式１。以下「確認申請書」という。）に共同企業体にあっては次の(1)

～(8)の書類等全て（各２部）を、単体企業にあっては次の(1)～(3)及び(6)～(7)の書類等（各

２部）を添付して、３ページの６に示す技術提案書と合わせて、令和６年４月８日（月）午後

５時まで（土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定

する休日を除く。）に下記４に掲げる場所に提出し、当該入札に参加する者に必要な資格の確

認を受けること。また、返信用封筒として、表に申請者の住所及び商号又は名称を記載し、簡

易書留料金を加えた所定の料金の切手を貼った長３号封筒を確認申請書と併せて提出するこ

と。郵送による提出の場合は、一般書留又は簡易書留で行うこと。 

入札参加資格の有無は、一般競争入札参加資格確認通知書（様式２）により令和６年４月 26

日（金）までに通知する。 

入札参加資格がない旨の通知を受けた者は、その理由について書面により説明を求めること

ができる。この場合は、令和６年４月 30 日（火）午後５時までに下記４に掲げる場所に書面

を提出しなければならない。また、書面が提出されたときは、令和６年５月７日（火）までに

書面により回答するものとする。 

なお、期日までに確認申請書を提出しなかった場合は、入札に参加できないので、十分に注

意すること。 

このほか、必要に応じて入札参加資格を確認するための書類の提出、又は、聴取等を求める

ことがある。 

 (1) 会社概要（任意様式） 

 (2) 特定建設業の許可の写し 

 (3) 経営規模等評価結果通知書・総合評定値の写し（公告の時点で有効かつ最新のもの） 

 (4) 共同企業体協定書の写し（様式３に準ずる） 
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 (5) 共同企業体構成員表（様式４） 

 (6) 施工実績については、当該工事に係る発注機関が発行した工事実績証明書、契約書（写）

及び仕様書（写）等実績を証明できる書類を添付すること。 

 (7) 配置技術者の資格については、以下の書類を添付すること。また、配置予定の技術者は複

数名を申請し、落札者決定時に１人を選定することは可能である。ただし、３人を限度とす

る。なお、全ての人が資格の要件を満たす必要がある。 

 ア 配置予定の技術者が有する資格者証の写し（平成６年６月８日建設省告示第１４６１号

 附則第２項に定める外国建設業者にあって、１級電気通信工事施工管理技士又は電気電子・

総合技術監理（電気電子）と同等以上の能力を有する者と国土交通大臣が認定したものを選

定する場合は、当該認定証の写し） 

 イ 監理技術者にあっては、配置予定の技術者の有する監理技術者資格者証及び監理技術者

  講習修了証の写し 

 ウ 技術者の雇用関係が確認できる書類（健康保険被保険者証、監理技術者資格者証、雇用 

 保険被保険者証等）の写し 

 (8)  委任状（任意様式） 

    代表者が共同企業体の構成員から入札に関する一切の権限を委任された委任状 

 

４ 契約条項等を示す場所等 

 (1) 契約条項等を示す場所 

 郵便番号 960－8670 福島県福島市杉妻町２番 16号 

 福島県危機管理部危機管理総室災害対策課分室 

 電話 024－521－7195 

 (2) 契約条項等の閲覧期間は、令和６年３月 15日（金）から同年５月９日（木）まで（土曜

日及び日曜日並びに同年３月 20 日、４月 29 日、５月３日及び６日を除く。）の午前８時 30

分から午後５時までとする。 

 (3) 契約条項を示す書類（設計図書を除く。）は、福島県危機管理部危機管理課のウェブサイ

トからダウンロードして入手することができる。 

 (4) 本工事に関する設計図書の閲覧は電子閲覧で行うことができる。 

 福島県電子閲覧システム（工事等）のアドレス 

 https://densieturan1.pref.fukushima.jp/juchu/ 

福島県電子閲覧システム（工事等）の利用可能時間は、午前８時から午後 10 時まで（福

島県の休日を定める条例（平成元年福島県条例第７号）第１条第１項に規定する県の休日

を除く。） 

 

５ 質問及び回答方法等 

  各書類に対する質問は、次のとおりとする。 

 (1) 質問の受付期間 令和６年３月 15 日（金）から令和６年３月 21 日（木）まで 

 (2) 質問の回答予定日 令和６年３月 29 日（金）まで 

 (3) 質問は、入札説明書等に関する質問書（様式５）を福島県危機管理部危機管理総室災害対

策課分室宛てにファクシミリ又は電子メールにて提出すること。この場合、提出の後に必

ず電話で確認をとること。 

 電話番号   024-521-7195 

 ファクシミリ 024-521-7921 
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 電子メール  saigai@pref.fukushima.lg.jp 

 (4) 質問書の回答は、入札説明書等に関する回答書（様式６）により、福島県危機管理部危機

 管理課のウェブサイトに随時掲載する。 

 福島県危機管理部危機管理課ウェブサイト 

 https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01010a/kiki-nyuusatsu.html 

 (5) 質問の提出にあたっては、他の入札参加者からの質問及び回答を確認のうえ提出するこ

 と。 

 (6) 現場説明会は行わない。 

 

６ 技術提案書の提出方法 

  技術提案書については、１ページの３に示す方法により事前に提出すること。 

  なお、技術提案書は、別途「技術提案書作成要領」に定めるところにより作成すること。 

 

７ 入札書の提出方法 

 (1) 入札書を直接提出する場合 

   指定の入札書（様式７－１）及び見積内訳書（任意様式）に併せて見積内訳総括表（様 

  式７－２）を封書に入れ、封かんの上、封筒の外に貼り付け用紙（様式８）を貼り付け、 

  下記８に定める指定日時及び指定場所へ提出すること。 

 (2) 郵便により提出する場合 

郵便（一般書留又は簡易書留のいずれかの方法による）により提出する場合は、入札書（様

式７－１）及び見積内訳書（任意様式）に併せて見積内訳総括表（様式７－２）を封書に

入れ、封かんの上、封筒の外に貼り付け用紙（様式８）を貼り付け、令和６年５月９日（木）

午後５時までに２ページの４に掲げる場所に必着のこと。 

 

８ 開札の方法 

 (1) 日時 令和６年５月 10 日（金）午後２時 

 (2) 場所 福島県福島市杉妻町２番 16 号 

       福島県庁北庁舎２階 小会議室 

 (3) 開札場所には、一般競争入札出席届（様式９）により届け出た以外の者は入場できない。 

 (4) 開札に先立ち、入札に参加する者は、次の書類の確認を受けるものとする。 

   ア 一般競争入札参加資格確認通知書（様式２）の原本 

   イ 福島県総合情報通信ネットワーク更新工事に係る一般競争入札出席届（様式９） 

   ウ 委任状（様式 10） 

 (5) 入札者で入札保証金を納付する者は、入札保証金を納付した領収書を提出すること。 

 (6) 開札は、入札者又はその代理人を立ち会わせて行うものとし、入札者又はその代理人が立

ち会わない場合は、入札執行事務に関係のない職員を立ち会わせて行うものとする。 

 (7) 開札の結果、各人の入札のうち予定価格の制限の範囲内の価格の入札がないときにおいて、

入札者又はその代理人の全員が立ち会っている場合は、直ちにその場所において再度入札に

付すことができるものとする。ただし、入札者又はその代理人の全員が立ち会っていない場

合に再度入札を行う場合は、別途その旨を通知し実施する。なお、再度入札は２回に限るも

のとする。 

  ア 初回入札が無効（但し、５ページの 10 の(1)から(5)に該当する場合を除く。）となった

 者は、再度入札に参加できないものとする。 
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  イ 代表者又はその委任を受けた者が欠席の場合には、再度入札は辞退とみなす。 

 (8) 天災その他やむを得ない理由により、開札を行うことができないときには、これを中止す

る。 

   なお、この場合における損害は、入札に参加する者の負担とする。 

 

９ 入札保証金及び契約保証金 

 (1) 入札保証金 

  ア 入札に参加をしようとする者は、開札する直前までに、入札金額（消費税及び地方消費

税を含む。）の 100 分の３以上の額の入札保証金を現金（現金に代えて納付する小切手にあ

っては、指定金融機関又は指定代理金融機関が振り出したもの又は支払保証をしたものに

限る。）で納め、又はその納付に代えて福島県財務規則（昭和 39 年福島県規則第 17 号。以

下「財務規則」という。）第 169 条第１項各号に規定する有価証券を担保として提出しなけ

ればならない。この場合において、当該有価証券の担保価額の算定については、同項に規

定するところによる。 

  イ 上記アにかかわらず、次に掲げる場合においては、入札保証金の全部又は一部の納付を

 免除する。 

 (ア) 入札に参加をしようとする者が保険会社との間に県を被保険者とする入札保証保険

   契約を締結しているとき。（保証期間は開札日（令和６年５月 10 日予定）から仮契約の 

   締結予定日（令和６年５月 31 日予定）とすること。） 

 (イ) 入札に参加をしようとする者が、過去２年間に国、地方公共団体、独立行政法人、 

   国立大学法人又は地方独立行政法人とその種類及び規模をほぼ同じくする契約を数回以

   上にわたり締結し、これらを全て誠実に履行し、かつ、契約を締結しないおそれがない 

   と認められるとき。 

  ウ 入札保証金納付の免除を申請する者は、開札日の午前９時までに入札保証金納付免除

  申請書（様式 11－１）に入札保証保険証券の原本又は工事実績証明書（様式 11－２）、 

  工事実績証明願（様式 11－３）を添えて、２ページ４に掲げる場所に申請するものとす 

  る。 

  エ 入札保証金は、落札者以外の者に対しては落札者が決定したのち、落札者に対しては 

  その者と締結する契約が確定したのちに、請求により還付する。ただし、落札者の納付 

  に係る入札保証金は、当該落札者の同意があるときは、契約保証金の全部又は一部に充 

  当することができるものとする。 

 (2) 契約保証金 

 ア 落札者は、契約の締結と同時に、次のいずれかに掲げる保証を付さなければならない。

   ただし、(オ)の場合においては、履行保証保険契約の締結後、直ちにその保険証券を発 

   注者に寄託しなければならない。 

   (ア)  契約保証金の納付 

   (イ) 契約保証金に代わる担保となる有価証券の提供 

   (ウ) この契約による債務の不履行により生ずる損害金の支払を保証する銀行又は県

    が確実と認める金融機関又は保証事業会社（公共工事の前払金保証事業に関する法律

    （昭和 27 年法律第 184 号）第２条第４項に規定する保証事業会社をいう。以下同じ。）

    の保証 

   (エ) この契約による債務の履行を保証する公共工事履行保証証券による保証 

   (オ) この契約による債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約の
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    締結 

 イ アの保証に係る契約保証金の額、保証金額又は保険金額（エにおいて「保証の額」と 

   いう。）は、契約金額の 100 分の 10 以上としなければならない。 

 ウ アの規定により、落札者が同(イ)又は(ウ)に掲げる保証を付したときは、当該保証は 

   契約保証金に代わる担保の提供として行われたものとし、同(エ)又は(オ)に掲げる保証

   を付したときは、契約保証金の納付を免除する。 

 エ 請負代金額の変更があった場合には、保証の額が変更後の請負代金額の 10 分の１に達

   するまで、県は、保証の額の増額を請求することができ、落札者は、保証の額の減額を 

   請求することができる。 

 オ 契約保証金から生じた利子は、県に帰属するものとする。 

 

10 入札書の無効 

  公告第９項のほかに次のいずれかに該当する入札書は、無効とする。 

 (1) 鉛筆書きによる入札書 

 (2) 金額の記入がない、金額を訂正した又は金額が判読できない入札書 

 (3) あて先、商号又は名称、押印のいずれかがない入札書（押印を省略する場合は、「本件責

任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載のない入札書も含む）（外国人又は外国法人にあ

っては、代表者又は代理人本人の署名をもって代えることができる。） 

 (4) 日付がない又は公告日から開札日までの期間内の日付となっていない入札書 

 (5) 工事名、工事番号、工事箇所のいずれかが記載されていない入札書 

 (6) 工事名、工事番号、工事箇所のいずれかが入札公告の内容と一致しない入札書（軽微な誤

字、脱字等であって意思表示が明確であるものを除く。） 

 (7) 見積内訳総括表を提出しない者が入札した入札書 

 (8) 見積内訳書を提出しない者が入札した入札書 

 (9) 見積内訳書の工事価格、見積内訳総括表の工事価格及び入札金額が一致しない入札書 

 (10) 金額の記入漏れ、計算誤りなど、見積内訳総括表が入札金額の根拠資料として不適切な場

 合の入札書 

 (11) 工事施工上不可欠な要素の積算漏れ、根拠の不明な値引きの記載、積算の内訳となる数

 量・単価が記載されていないなど、見積内訳書が入札金額の根拠資料として不適切な場合

 の入札書 

 (12) 技術提案書に記名がない場合の入札書（外国人又は外国法人にあっては、代表者又は

 代理人本人の署名をもって代えることができる。） 

 (13) 再度入札において、入札に参加する者本人（共同企業体の場合はその代表者）が出席でき

ない ときにおける、委任状が提出されない場合の入札書、又は、不備な場合の入札書 

 (14) 入札に際し、談合の事実が確認された入札書、又は、談合の事実が確認されなかった場合

 であっても、談合の疑いが払拭できないとされた場合の入札書 

 (15) その他、入札説明書、入札心得、契約の方法及び入札の条件等において示す入札に関する

 条件等に違反して入札した入札書 

 

11 入札方法 

  入札方法は、公告第 10 項のとおりとする。 
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12 落札者の決定方法 

 (1) 入札価格が予定価格の制限の範囲内であり、当該工事に係る技術提案が最低限の要求要件

 を全て満足している者のうち、次に掲げる式により算出された評価値が最も高い者を落札

 候補者とする。 

  評価値＝技術評価点÷評価値算出価格×10,000,000 

 ア 評価値には小数点以下の有効桁数を設けないが、評価値の表記については、小数点以 

   下第５位を切り捨てる。ただし、評価値の表記が同じである場合は、評価値の表記が異 

   なることとなる桁数まで表記する。 

 イ 技術評価点は、標準点に加算点を加算した点とする。 

 ウ 標準点は、１ページの３の入札参加資格の確認を受けた場合に付与される点であって、

   その点は、100 点とする。 

 エ 加算点は、別紙「落札者決定基準」に基づき技術提案書を審査して算出された点とす 

   る。 

 オ 評価値算出価格は、基準価格設定型により設定する。 

 (2) 評価値の最も高い者が２者以上あるときは、くじにより落札候補者の順位を決定する。 

 (3) 入札結果の公表 

  落札者を福島県報で公告する。また、入札結果表を福島県危機管理部危機管理課のウェ

 ブサイトに掲載する。 

 

13 低入札価格調査制度に関する事項 

 低入札価格調査制度における失格基準及び調査内容等については以下のとおりとする。 

 (1) 失格基準について 

    落札候補者の入札金額が低入札価格調査基準価格（非公表）を下回り、当該落札候補者か

  ら提出された見積内訳総括表が下記に示す失格基準のいずれかに該当する場合は失格とす

  る。 

  ア 直接工事費に対する失格基準 

      直接工事費 ＜ 設計額における直接工事費相当額×０．９ 

（千円未満切り捨て） 

  イ 共通仮設費に対する失格基準 

      共通仮設費 ＜ 設計額における共通仮設費相当額×０．９ 

（千円未満切り捨て） 

  ウ 現場管理費に対する失格基準 

      現場管理費 ＜ 設計額における現場管理費相当額×０．８ 

（千円未満切り捨て） 

 (2) 低入札価格調査について 

  落札候補者の入札金額が低入札価格調査基準価格（非公表）を下回り、当該落札候補者

 から提出された見積内訳総括表が失格基準に該当しない場合は、以下に示す内容により調

 査を行い、当該契約の内容に適合した履行がなされるかどうかを確認する。 

  調査の結果、当該契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあると認められる場

 合は、当該落札候補者を失格とする。 

 ア その価格により入札した理由 

 イ 諸経費の詳細内訳（共通仮設費、現場管理費、一般管理費） 

 ウ 契約対象工事の施工地付近における手持ち工事の状況 
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 エ 契約対象工事に関連する手持ち工事の状況 

 オ 契約対象工事の施工地と入札者の事業所、資機材保管場所等との関連（地理的条件） 

 カ 手持ち資材の状況 

 キ 資材の購入先及び購入先と入札者との関係 

 ク 手持ち機械・設備の状況 

 ケ 労務者の確保や配置の内容 

 コ 過去に施工した公共工事名 

 サ 公共工事の施工成績 

 シ 経営状況及び信用状況（不渡りの有無、建設業法違反等の有無、賃金不払いの有無、 

   下請代金の支払遅延事実の有無についての申告と、納税証明書、財務諸表、直前３年の 

   各営業年度における工事施工金額の報告） 

 ス その他必要な事項 

 (8) その他 

  落札候補者の入札金額が低入札価格調査基準価格（非公表）を下回り落札者となった場

 合には、以下の内容を契約の条件とする。 

  ただし、落札候補者は、当該契約条件では施工できないと判断する場合には、落札決定

 前に辞退することができる。 

 ア この工事における契約保証金は、工事請負契約約款第 4条第 2項の規定に関わらず、 

   請負代金額の 10 分の 3以上とする。 

    この場合において、工事請負契約約款第 4条第 2項及び第 5項中の「10分の 1」とあ 

   るのは、「10 分の 3」と読み替えることを工事請負契約の特約条項に示すものとする。 

 イ この工事における前払金については、工事請負契約約款第 35 条第 1項の規定に関わら

   ず、請負代金額の 10 分の 2以内の額とする。 

    この場合において、工事請負契約約款第 35 条第 1項中の「10 分の 4」とあるのは「10

   分の 2」と読み替え、同条第 6項中の「10 分の 4」とあるのは「10 分の 2」と、「10 分の

   6」とあるのは「10 分の 4」とそれぞれ読み替え、同条第 7項中の「10 分の 5」とあるの

   は「10 分の 3」と、「10分の 6」とあるのは「10分の 4」とそれぞれ読み替え、同条第 8

   項中の「10 分の 5」とあるのは「10 分の 3」と、「10 分の 6」とあるのは「10 分の 4」と

   それぞれ読み替えることを工事請負契約の特約条項に示すものとする。 

 ウ この工事においては、建設業法第 26 条第 1項又は第 2項で規定する主任技術者又は監

   理技術者について、同等以上の要件（主任技術者又は監理技術者となるための要件）を 

   満たす者２名を配置する。 

    なお、当該工事が建設業法第 26 条第 3項の規定に基づき主任技術者又は監理技術者の

   専任を要する工事である場合は、２名とも専任を要し、追加で配置する技術者について 

   は他の工事との兼務は認めない。（建設業法施行令第 27 条第 2項の適用は認めない。） 

  エ ウの規定は、共同企業体の場合は代表構成員にのみ適用する。 

14 契約の成立 

  本工事の契約については、落札決定後に仮契約を締結し、議会の議決に付すべき契約及び財

 産の取得又は処分に関する条例(昭和 39 年福島県条例第 21 号)第 2 条の規定に基づき、福島県

 議会の議決を得たときに成立するものとする。（令和６年６月議会付議予定） 

  ただし、契約の相手方の決定後、議決までの間に契約の相手方（法人である場合は、法人の

 役員又はその使用人）が逮捕されるなど反社会的な行為等があり、その者を契約の相手方とす

 ることが適当でないと認めるときは、契約を締結しない。 
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  なお、契約が成立しなかった、又は締結されなかったことによる損害については、福島県は、

 これを一切賠償しない。 

 

15 関連工事の落札者がなかった場合の取扱い 

  本工事は、工事番号第 24－05010－0002 号の福島県震度情報ネットワークシステム更

 新工事（以下「関連工事」という。）と密接に関連する工事であるため、関連工事に落札者がい

 ない場合には、本工事の契約の締結を留保し、関連する工事の落札者決定後に契約を締結する

 場合がある。 

 (1) 留保期間 

     契約の締結を留保する期間は、関連工事の落札者の決定の日までとする。 

 (2) 契約の辞退について 

  ア 本工事の落札候補者は、関連工事の落札決定の日まで契約を留保されることによ

    り施工できないと判断する場合には、本工事の落札決定の日までの間に落札候補者

   を辞退することができる。 

  イ 関連工事の再度の入札等でも落札者が決まらない場合には、本工事の落札者は契

    約の締結を辞退することができる。 

ウ ア又はイの規定に基づき契約の締結を辞退した場合においては、入札説明書に規定する

見積に係る入札金額（消費税及び地方消費税を含む。）の 100 分の３に相当する額の納付を

免除し、入札参加資格制限の対象とはしない。 

 (3) 留保期間を経て契約する場合の契約内容 

  ア 契約を締結する場合、工期の延長など契約の条件を変更することがある。 

  イ 福島県工事請負契約約款第 26 条第１項及び第４項に規定する「請負契約締結の 

   日」を「落札決定の日」と読み替えて契約を締結する。 

 (4) 留保期間後の契約締結における配置技術者の変更 

    配置技術者の資格の要件を付した場合、資格確認にて提出した配置予定技術者の変更も可

能である。ただし、同等の要件を満たす者とする。 

  

16 その他 

 (1) 提出書類の取扱い 

   ア 提出書類の差替え又は再提出は認めない。 

   イ 提出書類の作成、提出に要する費用は、申請者の負担とする。 

   ウ 提出書類は、返却及び公表を行わず、他の用途には使用しない。 

 (2) 積算内容に対する疑義申し立てについて 

   この入札に参加した者で、積算内容に疑義がある場合は「工事等の積算内容等に対する疑 

  義申立てに関する試行要領」（平成 25 年 3 月 28 日付け 24 財第 2935 号総務部長依命通達）に

  より、契約の締結前に疑義の申し立てができる。 

 (3) 本件に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  郵便番号 960－8670 福島県杉妻町２番 16 号 

  福島県危機管理部危機管理総室災害対策課分室 

  電話 024-521-7195 

 


